


iまじめに

15年6月に高齢者介護研究会から出さ

て、「伺らかの介護・支援を必要とする嘉呆がある

12015年の

辻2015年

におい

よりおよ

そ100万人増えて250万人になるとの推計が報告されている。このように痴来性高齢者が

中でますます多数を占めることを考えれば、痴呆性高齢者に対するケア

を標準 ることの必要'1設が間報告書におい d久ている合

「痴呆介護者育努事業の実譲についてJ(平成12年9月 車生労働省老発第623~予)に基

づき、高齢者の措呆介護技構のさらなる向上を目的として、平成13年度より

政令指定都市において「痴呆介護実務者研修(基礎課在・専門課程)Jが一斉に実擁さ

れたG また、東京、大府及び信台り高齢者擁来介護請究・諒穆センターにおいては

来介護指導者養成務fr剖が実擁されるようになったc さらに平成16年度からは、痴呆介

護指導者養成研修修了者を対象としたフォ口…アップ研修が実施されるようになち擁栄

介護研修事業がますます充実してきたc

高齢者擁来介護費究・請穆センターは昨年度まで、 2年障の研修の実績を基慌として、

嘉呆介護指導者養或研修がさらに充実するよう、 3センタ…の共通研究課題として「痛

呆介護指導者饗成研修の効果的研修システムの開発Jというテーマを設定して誹究に敦

り組んできたc事或 15年度は療来介護実務者窃穆をも包播的に含め f痴呆介識の効果

器密穆システムの というテー?を設定したc

新究の目的は以下の 3つが設定された。

① 現在、都道府県単位で実施されている諜呆介護実務者研穆によって、目標とする知



ぷ.t!dil守・態度等が党1流行に修りされたかどうかを I Flêfí話するために、 i号訴す多の務長~mlj

むのためのアセスメントツールをIJU合すること。

(r掠来分譲の効果的研修システムの開発一痴呆介護実務者研修の効果測定アセスメン

ト
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することり

cr痴呆介護研修フォ口一アップ体制の構築J)

③ 痴呆介護指導者養成研修によって、問機とする知l識.JlWi .態安等が受講者に袴科二

されたかどうかを評価するために、 |ド川I司îH仰り川多の受講J宇抗~'il↑刊|闘品々に1.(主ι(主ιねi仁幻}点1;

その方向性を検討討.すること 0

(r癒娯介護指導者譲渡研協の許髄に関する冊究J)

センターが、@の課題辻東京センターが、 センター治宝

るO



吉次

1 まじさちに

五 掲果介鵠の効果的研修システムの開発

一痴呆介護実務者研惨の効果潤定アセスメントの開発…一

宜 癒呆ブ子護ブ:;tCl…アップf本輔の構築……‘H ・H ・H ・H ・.....・H ・-…...・H ・.....・H ・. 61 

W 痴呆介護指導者研修の評価に関する研究……H ・H ・..…...."・H ・...・H ・-…........145 


